京都大学人文科学研究所蔵『天地瑞祥志』翻刻・校注 : 「第一」の翻刻と校注(1) by 水口 幹記 & 田中 良明
17
序、 『天地瑞祥志』概説と本書翻刻について　
本稿において翻刻・校注をする『天地瑞祥志』は全二十巻で構
成されている天文を中心とした専門類書であるが、 『隋書』経籍志や『旧唐書』経籍志・ 『新唐書』芸文志などの目録類にも見えず、現在中国には残されていない。日本にのみ残されたいわゆる佚存書である。日本では『日本三代実録』貞観十八年（八七六）八月六日条を初見とし、以後、江戸時 に至るまで陰陽道関係文献を中心として様々な場面で利用されていたことが確認できる。平安時代に編纂された将来漢籍目録である『日本国見在書目録』にも「天地瑞祥志廿」と見え、平安期には全二十巻が将来されていたことが確認できる。　
現在、現存最古の写本である前田育徳会尊経閣文庫本（江戸時
代の貞享三年［一六八六］写）のほか、尊経閣本の転写本である京都大学人文科学研究所本（昭和七年） どが存在しているが、
全巻が伝存しているのではなく、 「第一」 「第七」 「第十二」 「第十四」 「第十六」 「第十七」 「第十八」 「第十九 廿」と約半数の九巻が残存しているのみである。　
本書は、 残存している 「第一」 の 「啓」 によると、 麟徳三年 （六六六）
四月に「大史臣薩守真」により 大王殿下」へ提出されたものであることがまず確認できるが、麟徳三年は正月に改元しているため四月は存在しないことなど不審な点が多く見られ、その成立に関して多くの疑義が呈されている。 特に本書 編纂地 ついては、唐であるのか新羅であるのかで議論 分かれている。　
本書は中村璋八「天地瑞祥志について（附引書索引） （同『日
本陰陽道書の研究』 、汲古書院、一九八五年。初出は一九六八年） ・太田晶二郞「 『天地瑞祥志』略説―附けたり、所引の唐令佚文―」（ 『太田晶二郞著作集』第一冊、吉川弘文館、一九九一年。初出は一九七三年）により研究の先鞭がつけられたが、その後 ばらくは専論が書かれることはなかった。しかし、水口幹記 『日本古
京都大学人文科学研究所蔵『天地瑞祥志』翻刻・校注　　　　　　　　
―「第一」の翻刻と校注（一）―
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代漢籍受容の史的研究』 （汲古書院、二〇〇五年）の中で詳細に検討をすることにより、本書への注目が日本国内のみならず、中国やいくつかの論文がすでに出されていた韓国でも改めて集まることになり、現在三国間で活発な議論が行われるま になった。しかしながら、本書に関しては中国において影印本が刊行されているものの
（一）
、全文を翻刻し、校注を付したものはまだなく
（二）
、一般
の研究者には基礎文献すら入手できない状況であり、依然本書をめぐる 状況が良いとは決して言うことが きな 。　
そうした状況を変えるために、二〇一一年秋に数名の有志によ
り『天地瑞祥志』研究会（代表・水口幹記）を立ち上げ、毎月一回の輪読会を行ってきている。東京で開催 いる通常例会は二〇一五年七月現在で三十九回を数え、また夏 特別例会を開（京都・仙台・東京） 、研究会・資料調査を行い、検討を続けてきている。難解なテキストであるため、残念ながら遅々として進まずという状況であるが、いくつかの巻は公開することができる状況となった。　
そこでまずは、本書の冒頭部分である「第一」の翻刻・校注を
以下に掲げ、 その成果の一端を紹介していくこととした。 なお、 「第一」は水口と田中が担当したが、この成果は決して二人だけの手になるものではなく、研究会の参加者による意見の集約であとを付言しておく。　
最後となるが、本書の翻刻を許可して下さった京都大学人文科
学研究所と同研究所の武田時昌教授に記して謝意を示したい。注　（一）
　
中国で二種類の影印本が刊行されている。一つは薄樹
人主編『中国科学技術典籍通
』天文巻四（河南教育出版
社、一九九三年）に含まれているものであり、二つは高柯立選編『稀見唐代天文史料三種』 （国家図書館出版社、二〇一一年）に含まれているものである。共に、底本は北京の国家図書館本であるが、後者 ほうが図版が大きく見やすい。しかし、ここには大きな問題があ 。図書館本は、京大人文研本のコピーである。本来ならば、人文研に許可を取ってから刊行すべきであ 。しかしがら、両書ではそうした手続きを経ている形跡がない。
　（二）
　
中村・太田・水口による一部の翻刻の他、ハングルで書
かれた金容天・崔賢花訳注『天地瑞祥志：唐帝国の 家祭祀と儀礼』 （芸文 院、二〇 七年）が、 「第一」と「第二十」の訳注を付している。
（水口幹記）
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『天地瑞祥志』翻刻・校注凡例原文一、 底本には京都大学人文科学研究所所蔵 『天地瑞祥志』 を用いる。一、底本は文章の改行に無秩序な箇所があるが、読者の便を図り、
引用書や文脈により適宜段落を設け、各々に
01、
02、…と番号
を付して①に記した。
一、底本は抄本であり、行草体や筆写特有の字体を含むが、適宜
楷書化し、通行の字体に改めた。
一、底本の双行注（割り注） 山括弧〈〉 入れて示し、欠字は
□で示している。
一、底本に書き入れが有る際 または 底本の字作りが前田尊経
閣文庫所蔵『天地瑞祥志』と異なる際 は、①の本文の右旁に［一］ ［二］……と付し、 文末に書き入れや校異を記した。但し、僅かでも字体が異なる文字をすべて挙げることは繁雑の難があるため、抄本に頻見する異体字の類で、一見して同義 文字であると判断可能な文字は、これ 略 載せ いない。 （尊経閣本との校合は、尊経閣において当該書 実見し、紙焼きを購入している水口が各担当者と共同で行った。 ）
校訂一、①に示した原文を適宜正字に改め、句読点など 記号を付し
たものを②に記 た。略字・異体字については、 「日」と「曰」 、「弖」と「氐」 、 「文」と「父」 、 「大」と「太」などの鈔本に多
く見られる字形が混同される文字や、その字形が甚だしく相異する場合以外は、特に断りなく改めている。
一、①に示した原文に衍字が有ると認めた場合は、②に衍字を丸
括弧（
 
）に入れて示し、脱字・誤字が有ると認めた場合は、
適宜文字を挿入・改正した。
一、右の誤字・衍字・脱字を② 示す際、①に記し 原文の書き
入れ、もしくは尊経閣本を根拠とした箇所には白丸○を、他の関連資料を根拠とした箇所には四角□を付した。書き入れと他の関連資料の両者を根拠とした箇所には、白丸○しか付していない。
一、右に記した根拠以外、前後の文脈などに依拠して誤 ・衍字・
脱字を判断した箇所には黒丸●を付し、特記すべき事項が有れば②の文末に注記した。
訓読一、②の文章を訓読し、③に記した。注釈一、 関連資料は③の右旁に（一） （二）……と付し、 ④に提 。一、④には、関連資料 書名 篇名と本文を記し 『天地瑞祥志』
本文と対応する箇所に傍線を付している ま 、引用個所に注釈が付いている場合、本文中に（１） （２）の番号を付 て、本文の後に併記した。なお 引用文が長大に渉る際には、本文・注釈ともに『天地瑞祥志』本文と関連しない箇所を省略した。
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一、②で四角□を付して誤字・衍字・脱字を示した際に根拠となっ
た文字については、④の当該文字を□で囲み示した。
一、 『天地瑞祥志』本文中の「守曰」の「守」が『天地瑞祥志』
撰者の「薩守真」であることは逐一注記しない。
※なお、底本の文字の判定や正字の確定などは、コンピューター
処理の可能な限り努めたが、最終的な判断 担当者に一任した。また、 『天地瑞祥志』 本文の体裁が各巻によって異なるため、各巻の注釈の体裁も、各担当者に一任し いる。
天地瑞祥志第一○小篇目
01①
天地瑞祥志第一
　
條例目録
一啓
　　　　　
二明載字
三明灾異例
　　
四明分野
五明灾消福至
　
六明目録
01②
『天地瑞祥志』第一
　
條例目錄
一、啓。
　　　　　
二、明載字。
三、明災異例。
　　
四、明分野。
五、明災消福至。
　
六、明目錄。
01③
『天地瑞祥志』第一
　
條例目錄
一、啓。
　　　　　　　　　　　　
二、載字を明かにす。
三、災異の例を明かにす。
　　　　
四、分野を明かにす。
五、災消え福至る
　　
六、目錄を明かにす。
○一、啓【概要】本項目は、本書編者である薩守真が『天地瑞祥志』二十巻の完成によって某王に上啓した文書である 韓楊の天文書の不備を説き、従うべき説を鈔撰した後、当時の緯書の流行を喩えにして、諸家の説を、甘・石氏の説を補遺するも と位置づける。また、
07節に明記して『晋書』天文志を引用する他、韓楊の天文
書を鈔撰する
03～
06節にも『晋書』天文志との関係が強く見られ
る。なお、本項目における注釈は、多く本文と類似した文書を示すことに努めた。また、本項目の校訂に当たっては 太田晶二郎「 『天地瑞祥志』略説―附 たり、所引の唐令佚文―」注八七（ 『太田晶二郎著作集』第一冊、吉川弘文館、一九九一年。初出は一九七三年） 、及び水口幹記「 『天地瑞祥志』の成立と伝来に関する 考察」 （同『日本古代漢籍需要 史的研究 、汲古書院、二〇〇五年）による尊経閣文庫所蔵本の翻刻も参照した。
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01①
臣守真啓禀性愚瞢無所開悟伏奉令旨使
承譴誡預避灾
一人有慶
百姓又安是以臣廣集諸家天文披
圖
灾異雖有類聚而□□相分事
目雖多而不爲條貫也
01②
一3
、啓
3
。
臣守眞啓。禀性愚瞢、 無所開悟、 伏奉令旨。使祗承譴誡、 預避災孼、一人有慶、百姓又安。是以臣廣集諸家天文、披攬圖讖災異、雖有類聚而□□相分事目、 。●後文の例に基づき「一 啓」を補った。
01③
一、啓。臣
 
守眞
啓もう
す。
稟ひんせい
性
愚ぐ
瞢ぼう
にして、開悟する所無きに、伏して令旨
を奉ず。祗みて譴誡を承け、預め災
さいげつ
孼を避けしむれば、一
（一）
人に慶
有り、百姓も又安んず。是を以て臣廣く諸家の天文 集め、圖讖災異を披攬するに 類聚する有ると雖も而るに相
あい
事目を分つを□
□、多きと雖も而 條貫を爲さざ なり。
01④
（一） 『尚書』周書、呂刑
王曰、 ……惟敬五刑、 以成三德、
一人有慶、 兆民賴之、 其寧惟永。
02①
韓揚
［一］
天文□□月蝕應曆數不占不應曆數乃占又揚
［二］
天文序曰魏甘露五
年正月乙酉日有食之君弱臣强反征其主五月髙貴作難也吾亦将借子之矛以
子之猷今以暦術勘甘露五年日食是合曆數然而有殃也由此
觀之韓揚
［三］
雷同不詳是非今鈔撰其要庶可従□也
［一］ ［二］ ［三］ 「楊」に作る。
02②
韓楊
8
『天文□□』 、 「日
3
蝕應曆數不占、不應曆數乃占。 」又、
楊8
『天
文』序曰、 「魏甘露五年正月乙酉、 日有食之。君弱臣强、 反征其主。五月、高貴作難也。 」吾亦將借子之矛、以刺子之猷 今、以曆術勘甘露五年日食、是合曆數。然而有殃也。由此觀 、韓楊
8
雷同不
詳是非。今、鈔撰其要庶可從□也。●後文は日蝕 （ 「日有食之」 ） の例であり、 文意が通じないため 「月」を「日」に改めた。
02③
韓かん
楊よう
『
天（一）
文□□』に、 「日蝕は曆數に應ずれば占はず、曆數に應
ぜざれば乃ち占ふ。 」と 又 楊の『天文』の序に曰く、 「魏
（二）
の甘
露五年正月乙酉、日之
これ
を食する有り。君弱く臣强ければ、反
はん
して
其の主を征す。五月 高貴
 難を作すなり。 」と。吾も亦た將に子
の矛を借り、以て子の猷を刺さんとす 曆術を以て甘露五年の日食を
勘かんが
ふるに、是れ曆數に合す。然れども而ち殃有るなり。
此に由り之 觀るに、韓楊の雷同
 
是非を詳らかにせず。今、其
の要庶の從ふ可き□を鈔撰 るなり。
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02④
（一）
　
佚書。欠字は、あるいは「要集」に作るべきか。なお、 『天文要録』序は、韓楊の『天文要集』を「其占無旨、大義多避也。 」と評す。
　　　
『隋書』巻三十四、經籍志三、子、天文
　　
天文要集、四十卷。晉太史令韓楊撰。
　　
『新唐書』巻五十九、藝文志三、丙部子錄、天文類
　　
韓楊天文要集、四十卷
　　
『天文要錄』巻一、圖採例書名目錄
　　
天文要集、卌巻。晉韓楊撰。
（二）
　『三國志』魏書巻四、 三少帝紀
　　　
（甘露）五年春正月朔、日有蝕之。
　　
『宋書』巻三十四、 五行志五、日蝕
　　
魏高貴郷公……甘露五年正月乙酉朔、 日有蝕之。按谷永説、「正朝、尊者惡之。 」京房占曰、 「
日蝕乙酉、君弱臣強。司
馬將兵、反征其王。 」五月、有成濟之變。
　　　
『晉書』天文志中に略同文。但し 谷永説を欠く。
03①
昔在庖羲之王天下也觀象察法始畫八卦以通神明之德以類天地之情故易曰天垂象聖人則之此則觀乎天文以示變者也書曰天聡明自我民聡明此明觀乎人文以成化者也然則政教兆於人理瑞祥應乎 文是故
三皇邁德七曜順軌日月無薄蝕之變星辰靡錯亂之妖
03②
昔在、庖羲之王天下也、觀象察法、始畫八卦、以通神明之德、以類天地之情。故『易』曰、 「天垂象、聖人則之。 」此則觀乎天文、以示變者也。 『書』曰、 「天聰明、自我民聰明。 」此明觀乎人文、以成化者也。然則政敎兆於人理 瑞祥應乎天文。是故、三皇邁德、七曜順軌、日月無薄蝕之變、星辰靡錯亂之妖。
03③
昔（一）
在、庖羲の天下に王たるや、象を
觀み
　法を察し、始めて八卦を
畫えが
き、以て神明 德に通じ、以て天地の情を類す。故に『易』に
曰く、 「
天（二）
 
象を垂れ、聖人之に則る。 」と。此れ則ち天文を觀、
以て變を示す者なり。 『書』に曰く、 「天
（三）
の聰明は、我が民の聰明
に自る。 」と。此れ明かに人文を觀、以て化を成す者なり。然らば則ち政敎は人理に兆し、瑞祥は天文に應ず 是の故に 三皇
 
德に
邁すぐ
れ、七曜
 
軌に順い、日月に薄蝕の變無く、星辰に錯亂の
妖靡
な
し（四）
。
03④
（一）
　『周易』繫辭下傳
　　　
古者、包犧氏之王天下也、仰則
觀象
於天、俯則
觀法
於地、
觀鳥獸之文與地之宜、近取諸身、遠取諸物。於是始作八卦、以通神明之德、以類萬物之情。
（二）
　『周易』繫辭上傳
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天垂象、見吉凶、聖人象之。
（三）
　『尚書』虞書、
陶謨
　　　
天聰明、自我民聰明。
（四）
　
本節以降
03～
06節は、前節に言う韓楊の天文書の「鈔撰」
であると考えられるが 『晉書』天文志にも類似の文が見られる。 『晉書』巻十一 天文志上
　　　
昔在庖犧、觀象察法、以通神明之德、以類 地之情、可以藏往知來、開物成務。
故易曰、 「天垂象、見吉凶、聖人象
之。 」此則觀乎天文以示變者也。尚
書曰、 「天聰明自我人
聰明。 」此則觀乎人文以成化者也。是故政教兆於人理、祥變應乎天文、得失雖微、罔不昭著。然則
三皇邁德、七曜
順軌、日月無薄蝕之變、星辰靡錯亂之妖。
04①
髙陽乃命南正重司天北正黎司地帝□亦序三辰唐虞命義和欽若昊天夏禹
雒書而陳之洪範是也
04②
高陽乃命南正重司天、北正黎司地。帝
□
亦序三辰。唐・虞命羲
□
和、
欽若昊天。 因雒書而陳之。洪範是也。
04③
高（一）
陽
 
乃ち命じて南正の重をして天を司らしめ、北正の黎をして
地を司らしむ。帝
□
も亦た三辰を序す。唐・虞
 
羲（二）
和に命じ、欽
みて昊天に若
したが
はしむ。夏
（三）
禹
 雒書に因りて之を陳
の
ぶ。洪範是
これ
なり
（四）
。
04④
（一）
　「高陽」は「顓頊」を指す。 『國語』楚語下
　　　
顓頊受之、乃命南正重司天以屬神、命火正黎司地以屬民。
（二）
　『尚書』虞書、堯典
　　　
乃命
羲和、欽若昊天。
（三）
　『漢書』巻二十七上、五行志上
　　　
禹治洪水、賜雒書、法而陳之、洪範是也。
（四）
　『晉書』巻十一、天文志上
　　　
降在高陽、乃命南正重司天、北正黎司地。爰洎帝
、
亦式
序三辰。
 唐虞則羲和繼軌、有夏則昆吾紹德。
05①
至于殷之巫咸周之史佚格言遺記于今不
［一］
其諸侯之史魯有梓慎晋有
卜偃鄭有裨
未［二］
有子韋齊有甘德楚有唐昧趙有尹皐魏有石中皆掌著
天文暴秦燔書六經殘滅天官星占存□不
　
［一］ 「
」に作る。
［二］ 「末」に作る。
05②
至于殷之巫咸・周之史佚、格言遺記于今不朽
□
。其諸侯之史、魯有
梓愼、晉有卜偃、鄭有裨竈、宋
□
有子韋、齊有甘德、楚有唐昧、趙
有尹皐、魏有石申
□
、皆掌著天文。暴秦燔書六經殘滅、天官星占存
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而□
不毀。05③
殷の巫咸・周の史佚に至りては、格言・遺記
 今に于
お
いて朽ちず。
其れ諸侯の史は、魯に梓愼有 、晉に卜偃有り、鄭に裨竈有り、宋に子韋有り、齊に甘德有り、楚に唐昧有り、趙に尹皋有り、魏に石申有り、 皆掌りて天文を著
あらは
す。 暴秦
 書を燔き六經殘滅するも、
天官の星占存して毀
こぼ
たれず
（一）
。
05④
（一）
　『續漢書』天文志上
　　　
夏有昆吾、
湯則巫咸、
周之史佚
・萇弘、申
□之子韋、楚之唐蔑、
魯之梓慎、鄭之裨竈、魏石
申夫、齊國甘公、皆掌天文之官。
……秦燔詩書 以愚百姓 六經典籍、殘為灰炭、
星官之書、
全
而不毀。
　　　
『晉書』巻十一、天文志上
　　
至于殷之巫咸、周 史佚 格言遺記于今不
朽。其諸侯之史、
則魯有梓慎、晉有卜偃、鄭有裨竈、
宋有子韋、齊有甘德、
楚有唐昧、趙有尹皋、魏有石
申夫、皆掌著天文、各論圖
驗。其巫咸・甘・石之說、後代所宗。暴秦燔書 殘滅天官星占、存
而不毀。
06①
及漢景武之際好事鬼神尤崇巫覡之說旣為當時可尚妖妄因此浸多哀
平已来加之圖
檀說吉凶是以司馬談父子繼著天官書光禄大夫劉向
廣鴻範作皇極論蓬莱士得海浮之文著海中占大史令郗萌
州
劉表
董仲班固司馬彪魏郡太守京房大史令陳卓晋給事中韓揚等並脩天地灾異之占各羨雄才互為干戈
06②
及漢景・武之際、好事鬼神、尤崇巫覡之
說。
旣
爲當時可尚妖妄、
因此浸多。哀・平已來加之圖讖檀說吉凶。是以司馬談父子繼著 『天官書』 、光祿大夫劉向 『鴻範』作『皇極論』 、蓬萊士得海浮之文著『海中占』 、太史令郗萌・荊州牧劉表・董仲・班固・ 彪・魏郡太守京房・太史令陳卓・晉給 中韓楊
3
等、竝脩天地災異之占、
各羨雄才、互爲干戈。
06③
漢（一）
の景武の際に及び、鬼神に事
つか
ふるを好み、尤も巫覡の說を崇ぶ。
旣に時に當たりて妖妄を尚ぶ可きと爲すに、 此に因りて浸〻多し。哀平已来
加しかのみならず
之
 
圖讖
 
吉凶を擅
說
す。是を以て
司し
馬ば
談たん
父子繼ぎ
て『天官書』を著し、光祿大夫
劉りゆう
向きよう
『鴻範』を廣めて『皇極論』
を作り、蓬萊の士
 
海浮の文を得て『海中
占（二）
』を
著あらわ
し、太史令
郗ち
萌ほう
・荊州牧
劉りゆう
表ひよう
・
董とう
仲ちゆう
・
班はん
固ご
・
司し
馬ば
彪ひよう
・魏郡太守
京けい
房ぼう
・太史令
陳ちん
卓たく
・晉の給事中韓楊等、竝
なら
びに天地災異の占を脩め、各〻雄才
を羨
あま
らせ、互いに干戈を爲す
（三）
。
06④
（一）『天文要録』巻一、序
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及漢景武之際、司馬談父子相繼竝作星傳、以明天人之道焉。
（二）『海中占』は、 『漢書』芸文志、 『隋書』経籍志に「海中」
を冠する天文書・災異書を多く載せるが、いずれも著者不詳。 『天文要録』序は 「海中占、廿巻、道仙撰。 」に作る。前原あやの 「 『海中占』 の輯佚」 （ 『東西学術研究所紀要』第四十六輯、二〇一三年、四月一日）を参照。
（三）『續漢書』天文志上　　　
至漢興、景・武之際、司馬談、談子遷、以世黎氏之後 爲太史令、遷著史記、
作天官書。成帝時、中壘校尉
劉向、
廣洪範災條作五紀皇極之論 以參往行之事。
　　　
『晉書』巻十一、天文志上
　　
及漢景武之際、司馬談父子繼爲史官 著天官書、以明天人之道。其後中壘校尉
劉向、
廣洪範
災條、
作皇極論、以參
往之行事
07①
臣案晋志云巫咸甘石之說後代所宗皇世三墳帝代五典謂之經也三墳旣陳五典斯炳謂之緯也歷於三聖為淳夫子已後為澆〻浪荐臻淳風永息故墳典之經見弃於往年九流之緯盛行乎兹日緯不如經旣在典籍庶令泯没經文還昭晣於聖世諸子□詞補甘石之踈遺
07②
臣案、 『晉志』云、 「巫咸・甘・石之
說、後代所宗。 」皇世三墳、
帝代五典、謂之經也。三墳旣陳、五典斯炳、謂之緯也。歷於三聖爲淳、夫子已後爲澆、〻浪荐臻、淳風永息。故墳典 經見弃於往年、九流之緯盛行乎兹日。緯不如經 旣在典籍・庶令、泯没經文、還昭晣於聖世。諸子□詞、補甘石之疏遺。
07③
臣案ずるに、 『晉志』に云う、 「巫
（一）
咸・甘・石の說、後代の宗とす
る所なり。 」と。
皇（二）
世の三墳、帝代の五典、之を經と謂ふなり。
三墳をば旣に陳べ、五典をば斯れ炳
あきら
かにするは、之を緯と謂ふな
り。 聖 歷て
淳じゆん
爲るに、夫子已後
澆きよう
爲り。澆浪
 
荐せんしん
臻
として、
淳風
 
永息す。故に墳典の經
 
往年に弃
す
てられ、九流の緯
 
茲こ
の日
に盛行す。緯は經に如かざ も 旣に典籍・庶令に在りては、經文を泯没せしめ、還って聖世より 晰なり。諸子
 詞を□し、甘・
石の疏遺を補ふ。
07④
　（一）
　『晉書』巻十一、天文志上
　　　
至于殷之巫咸、 周之史佚、 格言遺記于今不朽。 其諸侯之史、則魯有梓慎、晉有卜偃、鄭有裨竈、宋有子韋、齊有甘德、楚有唐昧、 趙有尹皋 魏有石申夫、 皆掌著天文 各論圖驗。其
巫咸・甘・石之
說、後代所宗。暴秦燔書、六經殘滅、
天官星占、存而不毀。
　（二）
　『尚書』孔安國序
　　　
伏犧・神農・黃帝之書謂之『三墳』
、 言大道也。少昊・顓頊・
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高辛・唐・虞之書謂之『五典』
、言常道也。
08①
守真憑日月之光耀觀圖諜於前載言渉於隂陽義關於瑞祥纎分
［一］
之惡
［二］
無
隱秋毫之善必陳今拾明珠於龍渕抽翠羽於鳳穴以類相従成
［三］
廿巻物阻
山海耳目未詳者皆
尓雅瑞應圖等畫其形色兼注四聲名為天地瑞祥
志也［一］ 「介」に作る。［二］右旁に「要或本作之」の書き入れ有り。［三］ 「成廿」の間に「○」と挿入符を付し、その右旁に「爲」の書き入れ有り。
08②
守眞憑日月之光耀、觀圖諜於前載、言渉於陰陽、義關於瑞祥、纎介3
之惡無隱、秋毫之善必陳。今、拾明珠於龍淵、抽翠羽於鳳穴、
以類相從、 成爲
8
廿巻。物阻山海、 耳目未詳者、 皆
據『爾雅』 『瑞應圖』
等畫其形色、兼注四聲、名爲『天地瑞祥志』也。［二］ 「要。或本作之。 」
08③
守眞
 日月の光耀を憑
たの
み、圖諜を前載に觀るに、言は陰陽に渉り、
義は瑞祥に關はり、繊 の惡
 隱す無く、秋毫の善
 必ず陳ぶ。今、
明珠を龍淵に拾い、翠羽を鳳穴に抽き、類の相從ふを以て、成して廿巻と爲す。物の山海を阻て、耳目
 
未だ詳かならざる者は、
皆『爾雅』 『瑞
（一）
應圖』等に據り其の形色を畫き、 兼ねて四聲を注し、
名づけて『天地瑞祥志』と爲すなり。［二］ 「要。或本之
これ
に作る。 」
08④
（一）
　『南齊書』巻十八、祥瑞志
　　　
永明中、庾溫撰瑞應圖。
　　
『隋書』巻三十四、經籍志三、子、五行
　　
瑞應圖、三卷。瑞圖讚、二卷。梁有孫柔之瑞應圖記、孫氏瑞應圖贊、各 亡。
09①
所謂瑞祥者吉凶之先見禍福之後應猶響之起空谷鏡之寫質形也在昔殷主責躬甘雨流潤周王自咎嘉禾反風以德勝妖備諸彜典伏惟大王殿下恵澤光於日月仁化
於乾坤握金鏡而垂衣運玉衡而負扆臣幸逢昌
運謬承未軄輒率愚管軽為撰着臣所集撰少或可觀雖死之日猶生 年不任惶懼之至謹奉啓以聞臣守真誠惶誠頓首〻〻死罪〻〻□□麟德三年四月□日大史臣薩守真上啓
09②
所謂瑞祥者、吉凶之先見、禍福之後應。猶響之起空谷、鏡之寫質形也。在昔、殷主責躬、甘雨流潤、周王自咎、嘉禾反風。以德勝妖、備諸彜典。伏惟、大王殿下惠澤光於日月、仁化浹於乾坤、握金鏡而垂衣、運玉衡而負扆。臣幸逢昌運、謬承未職、輒率愚管、
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輕爲撰著
3
。臣所集撰、少或可觀、雖死之日猶生之年。不任惶懼之
至、謹奉啓以聞。臣守眞誠惶。誠頓首〻〻死罪〻〻。麟德三年四月□日 太史臣薩守眞上啓。
09③
所謂瑞祥なる者は、吉凶の先見、禍福の後應なり。猶ほ響の空谷に
起おこ
り、鏡の質形を寫すがごときなり。
在むかし
昔、
殷（一）
主
 
躬み
を責め、
甘雨流潤し、周
（二）
王自ら咎め、嘉禾あり風を反
かえ
す。德を以て妖に勝
つは、諸
これ
を彝典に備ふ。伏して惟
おもんみ
るに、大王殿下の惠澤は日月よ
り光
かがや
き、仁化は乾坤に浹
あまね
く、金
（三）
鏡を握りて衣
（四）
を垂れ、玉
（五）
衡を運ら
せて
扆（六）
を負ふ。臣
 
幸にして昌運に逢ふも、
謬あやま
りて未だ職せざる
を承くれば、輒ち愚管に率
したが
ひ、輕〻しくも撰著を爲す。臣の集撰
する所、少しくも觀る可き或
あ
れば、死するの日と雖も猶ほ生
うま
るる
の年のごとし。惶懼の至りに
任た
へず、謹みて啓を奉じ以 聞す。
臣守眞誠に惶
おそ
る。誠に頓首頓首死罪死罪。麟
（七）
德三年四月□日、太
史
 臣
 薩守眞
 上啓す。
09④
（一）
　『春秋左氏傳』襄公十年、孔穎達疏所引『尚書大傳』
　　　
湯伐桀之後、大旱七年。史卜曰、當以人爲禱。湯乃翦髪斷瓜、自以爲性而禱於桑林之社。而雨大至方數千里
（二）
　『尚書』周書、金縢
　　　
秋大熟未穫、天大雷電、以風禾盡偃大木斯拔、邦人大恐。王與大夫盡弁以啓金縢之書 乃得周公所自以爲功代武王
之説。二公及王乃問諸史與百執事。對曰、 「信。噫、公命我勿敢言。 」
王
執書以泣曰、 「其勿穆卜。昔公勤勞王家、
惟予沖人弗及知 今天動威、以彰周公之德、惟朕小子其新逆我國家禮亦宜之 出郊、天乃雨、
反風禾則盡起。
二公命邦人、凡大木所偃、盡起而築之。歲則大熟。
（三）
　『文選』論五、劉孝標「廣絶交論」
　　　
蓋聖人握金鏡、闡風烈、龍驤蠖屈、從道汙隆
（１）
。
（１）
　
李善注「
言聖人懷明道、而闡風化如龍蠖之驤屈。蓋從道
之汙隆也。春秋孔録法曰、有人卯金刀、握天鏡。雒書曰、秦失金鏡。鄭玄曰、 喩明道也。 」
（四）
　『周易』繫辭下傳
　　　
黃帝・堯・舜、垂衣裳而天下治、蓋取諸乾坤。
　　
『尚書』周書、武成
　　
惇信明義、崇德報功、垂拱而天下治
（１）
。
（１）
　
孔安國注「言武王所修皆是所任得人、欲垂拱而天下治
（２）
。 」
（２）
　
孔穎達疏「説文云、拱、斂手也。垂拱 謂所任得人、 人皆稱職、
手無所營下垂其拱。故美其垂拱而天下治也。 」
　　　
『尚書』周書、畢命
　　
惟公懋德、克勤小物、弼亮四世、正色率下、罔不祗師言。嘉績多于先王 予小子垂拱仰成
（１）
。
（１）
　
孔安
國
注「公之善功多大先人之美、我小子爲王
垂拱
仰公成
理。言其上顯父兄、下施子孫
（２）
。 」
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（２）
　
孔穎達疏「惟公勉力行德、能勤小事、輔佐四世、正色率下、無有不敬仰師法公言者。公之善功多於先王、我小子
垂衣
拱手、仰公成理、將欲任之。 」
（五）
　『尚書』虞書、舜典
　　　
在璿璣玉衡、以齊七政
（１）
。
（１）
　
孔安國注「在、察也。璿、美玉。璣・
衡、王者正天文之器、
可運轉者。 」
（六）
　『漢書』梅福傳
　　　
成帝久亡繼嗣、福以為宜建三統、封孔子之世以爲殷後、復上書曰、 「臣聞 ……當戶牖之法坐
（１）
、……」
（１）
　
師古曰「戶牖之間謂之扆、言負扆也。法坐、正坐也 聽朝之處、猶言法官・法駕也。 」
　　　
『三國志』魏書巻二、文帝紀、裴松之所引袁宏『漢紀』載
漢帝詔
　　　
魏太子丕、……朕用垂拱負扆、二十有餘載。
（七）
　「麟德」は、 唐の高宗李治の年号。 『舊唐書』高宗本紀下に、
　　　
麟德三年春正月戊辰朔、車駕至泰山頓。…… 壬申、御朝覲壇受朝賀。改麟德三年、爲乾封元年。
　　　
壬申は正月初五 陳垣『二十史朔閏表』に拠れば、乾封元年四月は丁酉より乙丑に至る。
（田中良明）
○二、明載字【概要】本項目は、冒頭で法や陰陽の根本図書である『河図』 『洛書』の成立を述べる。その後、本文はその引用方法から前半部と後半部にわけることができる。前半部で 、 『漢書』五行志や『尚書』洪範により、本書『天地瑞祥志』の類書という書物形態の根本を説いている。後半部では、 『周易』繋辞伝を引用し、 「書契」（文字）によって治世を行うようになったこと、すなわち文字の重要性が増したことを示しながらも それでもなお「字訓」 （辞訓）に乱れがあることを指摘する。そしてその後に、各書を引用しながら、 『天地瑞祥志 内部で用いる文字の字訓を確定していく作業が行われている。 文が「載字を明らかにす」と題するゆえんである。ただし、取り上げられる用語は、災異関連と天文関係のごく一部分に限られてお 、また、実際 本書 文と 関連性も不明瞭である。なお、本項目の引用状況に関す 詳細は、水口幹記「 『天地瑞祥志』第一「二、明載字」翻刻・紹介と一 二の考察」 （同『日本古代漢籍受容の史的研究』 汲古書院 二〇〇五年）も参照のこと。
01①
二明載字
01②
二、明載字
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01③
二、載字を明かにする。
02①
臣聞尚書起於前左傳繼於後虞夏之迹髣髴可觀商周之風略焉可踵六經殘
學者異聞文義僻馳各守所見挍其是非不可偏
今瑞祥志所列
経文与近代儒家往〻乖錯但恐俗人少経多恠貴遠賤近守株膠柱迷於變通所以更求河雒本文也
02②
臣聞、 『尚書』起於前、 『左傳』繼於後、虞夏之迹、 、商周之風、略焉可踵。六經殘
缺3
、學者異聞、文義僻馳、各守所見、
挍其是非、不可偏據。今『瑞祥志』所列經文、與近代儒家往〻乖錯。但恐俗人少經多怪、貴遠賤近、守株膠柱 迷 變通。所以更求『河』 『雒』本文也。
02③
臣聞く、 尚書』前に起
おこ
り、 『左傳』後に繼ぎ、虞
ぐ
夏か
の迹、髣髴と
して觀るべく、商周の風、略焉として
踵つ
ぐべし。六經は
殘ざんけつ
缺
し、
學者聞
きく
を異
こと
にし、文義は僻りて馳まり、各〻見る所を守り、其の
是非を挍
くら
ぶるも、偏
ひとえ
には據るべからず。今『瑞祥志』列する所の
經文、近代儒家と往〻にして乖
かいさく
錯す。但だ俗人の經少しくして怪
多く、遠きを貴び近きを賤しみ、株を守り柱に膠
にかわ
し、變通に迷う
を恐るるのみ。更に『河
か
』 『雒
らく
』の本文を求むる所以なり。
03①
易曰河出圖雒出書聖人則之説者曰庖羲氏継天而王受河圖則而書之八卦是也禹治洪水賜雒書法而陳之洪範是也
03②
『易』曰、 「河出圖、雒出書、聖人則之。 」説者曰、 「庖羲氏繼天而王、受『河圖』 、則而書之。八卦是也。禹治 水、賜『雒書』 、法而陳之。洪範是也。 」
03③
『易』に曰く、 「
河
（一） （二）
圖と
を出だし、雒
 書を出だし、聖人
 之に則
のっと
る。 」
と。説者曰く、 「
庖ほうぎ
羲
氏
 
天を繼ぎ王たり、 『河圖』を受け、則り
て之を書す。八卦是なり。禹
う
 洪水を治め、 『雒書』を賜り、法
のっと
り
て之を陳ぶ。洪
こうはん
範是なり。 」と。
03④
（一）
　『周易』繫辭上傳
　　　
天垂象、見吉凶、聖人象之。河出圖、洛出書、聖人則之。
（二）
　『漢書』巻二十七上、五行志第七上
　　　
易曰、 「天垂象、見吉凶、聖人象之。
河出圖、雒出書、聖
人則之。 」劉歆以為虙羲氏繼天而王、
受河圖、則而
畫
之、
八卦是也。禹治洪水、賜雒書、法而陳之、洪範是也。
04①
30
尚書曰武王勝殷以箕子
作洪範〈〻法也言天地之大法也〉一曰五
行〈一水二火三木四金五土也守曰行者順天行氣也其人君隨五行而治政之事及木火灾之類皆在 行篇也〉二曰敬用五事〈一貇二言三視四聽五思心皆在身用 必敬乃善也守曰君貇夫則常雨傷穀有有衣服魚雞之孽及口有頭上足出背上之齊也君言失則恒旱傷
時有詩妖
又有介蟲大
［一］
之禍及口舌之痾也君視之在明則恒奥時有草妖有羸蠱羊
之禍及目痾也君 之不聡則恒寒有音妖魚豸之禍及耳痾也君思心不寛則恒風霜冥華牛之禍乃心腹之痾也皆分在諸篇也〉三曰農用八政〈農厚也用厚之政乃成也謂一食二貨三祠四司空主空云以居民也五司徒主教以礼義也六司寇主姦盗使無縦 七賓八師各在類篇也〉四曰叶用五紀〈
和也謂一歳二日三月四星辰五暦數也事在七耀篇
也〉五 建 皇極 皇大也極中 言立事當用大中之道也守曰皇極之灾雲氣龍虵各在類篇也〉六曰又用三德〈治民
柔正直之三德
也事在人篇也〉七曰明用稽疑〈夏殷用上筮各異三人並卜従二人之言女有大疑謀及乃心謀及庶人謀及庶人謀及卜 也〉八曰念用庶徴〈念思也庶衆也徴應也其雨陽煖寒風時也各有類篇也〉九曰饗用五福畏用六極〈言所以勸人用 福所以威人用 極也五福一壽二富三康寧無疾病也四似好德也言所好者德福之道 五考終命 言 成長短之命也六極一凶短折二疾三憂 貧五悪六弱也皆在 篇也〉凡此五十六字皆雒書本文也以類相従分在諸篇也為國家之瑞祥盡於此也［一］ 「犬」に作る。
04②
『尚書』曰、 「武王勝殷、以箕子歸、作洪範〈〻法也。言天地之大法也。 〉 。一曰、五行〈一水、二火、三木、四金、五土也。守曰、 「行者順天行氣也。其人君隨 。而治政之事及木火災之類、皆在五行篇也。 」 。 〉 。二曰、敬用五事〈一貌
□
、二言、三視、四聽、五思心。
皆在身、用之必敬乃善也 守 「君貌
□
失3
、則常雨傷穀、 （有
3
）有
衣服・魚雞之孽、及口有頭上、足出背上之齊也。君言失、則恒旱傷穀、時有詩妖、又有介蟲
犬8
之禍、及口舌之痾也。君視之
不□
明、
則恒奥、時有草妖 有羸蟲
□
・羊之禍、及目痾也。君聽之不聰、則
恒寒、有音妖・魚豕
□
之禍、及耳痾也。君思心不寛、則恒風霜冥、華・
牛之禍、及
3
心腹之痾也、皆分在諸篇也。 」 。 〉 。三曰、農用八政〈農
厚也。用厚之政乃成也。謂一食 二貨、三祠、四司空 主空土
□
以
居民也。五司徒 主教以禮義也。六司寇、主姦盗使無縱也。七賓、八師。各在類篇也。 〉 。四曰、叶用五紀〈
協□
和也。謂一歳、二日、
三月、四星辰、五曆數也。事在七耀篇 〉 。五曰、建用皇極〈皇大也、極中也。言立事當用大中之道 守曰、 「皇極之災 雲氣龍虵、各在類篇也。 」 〉 。六曰艾
□
用三德〈治民用剛・柔・正直之三
德也。事在人篇也。 〉 。七曰明用稽疑〈夏・殷・周
□
卜□
筮、各異三人
並卜、從二人之言。女有大疑 謀及乃心 謀及
卿□
士□
、謀及庶人、
謀及卜筮也。 〉 。八曰 念用庶徴〈念思也、庶衆也 徴應也。其雨・陽・煖・寒・風時 。各在
3
類篇也。 〉 。九曰、饗用五福、畏用六極〈言
所以勸人用五福 所以威人用六極 五福、一壽 二富 三康寧、無疾病也。四攸
□
好德也。言所好者德福之道也。五考終命也。言各
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成長短之命也。六極、一凶短折、二疾、三憂、四貧、五惡、六弱也。皆在人篇也。 〉 。 」凡此五十六字 皆『雒書』本文也。以類相從、分在諸篇也。爲國家之瑞祥盡於此也。
04③
『尚書』に曰く、 「武
（一）
王、 殷に勝ち、 以て箕
きし
子歸し、 「洪範」を作る〈範
は法なり。天地の大法を言ふなり。 〉 。 」 と。
一（二） （三）
に曰く、 五行 〈一は水、
二は火、三は木、四は金、五は土 守曰く、行
「 （四）
とは天を順
めぐ
ら
し氣を行かしむるものなり。其れ人君は五行に隨ふ。而して治政の事及び木火災の類 、皆「五行篇」に在るなり。 」と 〉 。 に曰く、敬
つつし
みて五事を用ふ〈一
（五）
は貌、二は言、三は視、四は聽、五
は思心。 皆身に在りて、 之を用ひて必ず敬めば乃ち善なり 守曰く「君（六）
 貌に失あれば、則
すなわ
ち常に雨ふりて穀を傷つけ、衣服・魚雞の
孽げつ
、及び口の頭上に有り、足の背上に出るの齊有るなり。
君（七）
 
言
に失あれば、則ち恒に旱り穀を傷つけ、時に詩妖有り、又
 
介蟲
犬の禍
か
、 及び口舌の痾
あ
有るなり。
君（八）
 之を視るに明らかならざれば、
則ち恒に奥
あたたか
く、時に草妖あり、羸蟲・羊の禍、及び目の痾有るな
り。
君（九）
 
之を聽くに聰からざれば、則ち恒に寒く、音妖・魚豕の
禍、及び耳の痾有るなり。
君（十）
 
思心寛からざれば、則ち恒に風ふ
き霜おりて冥
くら
く、華・牛の禍、及び心腹の痾あるなり。皆分けて
諸篇に在るなり。 」と。 〉 。三に曰く、
農あつ
く八政を用ふ〈農は厚なり。
用ふるに之を厚くすれば政
 
乃ち成るなり。一は食、二は貨、三
は祠、四は司空、土を空して以て居民を主
つかさど
るなり。五は司徒、教
ふるに禮義を以てするを主るなり。六は司寇、姦盗の
縱
ほしいまま
無から
しむるを主るなり。 七は賓、 八は師と謂ふ。 各〻類篇に在るなり。 〉 。四に曰く、
叶かな
ふるに五紀を用ふ〈協は和なり。一は歳、二は日、
三は月、四は星辰、五は曆數と謂ふなり。事は「七耀篇」に在るなり。 〉 。五に曰く 建つるに皇極 用ふ〈皇 大なり、極は中なり。 事を立つるに當に大中の道を用ふべきを言ふなり。 守曰く 「皇極の災、雲氣龍虵、各〻類篇 在るなり。 」と。 〉 。六に曰く、
艾おさ
むるに三德を用ふ 〈民を治む 剛・柔・正直の三德を用ふる 。事は「人篇」に在るなり。 〉 。七 曰く、明らかにするに稽
けいぎ
疑を用
ふ〈夏・殷・周の卜
ぼく
筮ぜい
、各〻異なるも三人並びに卜し、二人の言
に從 。女
なんじ
 大疑有らば、 謀るに乃
なんじ
の心に及
およ
び、 謀るに卿士に及び、
謀る 庶人に及び、謀る 卜筮に及ぶなり 〉 。八に曰く、念
おも
ふに
庶徴を用ふ〈念は思なり、庶は衆なり、徴は應なり。其 雨・陽・煖・寒・風の時あるなり。各〻類篇に在るなり。 〉 。九に曰く、饗けしむるに五福を用ひ、畏れしむ に六極 用ふ〈人を勸むる所以は五福を用ひ、人 威す所以は六極を用ふ 言 五福とは、一は壽、二は富、三は康寧、疾病無きなり。四は好む攸
ところ
は
德なり。好む所の者と 德福の道なるを言ふな 五は考
お
ゆるに
命を終ふるなり。各〻長短の命 成 を言ふなり。六極と 、一は凶短折、 二 疾、 三は憂、 四は貧、 五 惡 六は弱なり。皆「 篇」に在るなり。 〉と 」 。凡そ此 五十六字 皆『雒書』の本文なり。類を以て相從ひ、分けて諸篇に在 なり。國家の瑞祥爲るや此
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盡くるなり。
04④
（一）
　『尚書』周書、洪範
　　　
武王勝殷、殺受、立武庚、
以箕子歸、作洪
範（１）
。…初
一曰、
五行。次
二曰、敬用五
事（２）
。次
三曰、農用八
政（３）
。次
四曰、
協用五紀
（４）
。次五曰、 建用皇極
（５）
。次六曰、 乂用三德
（６）
。次七曰、
明用稽
疑（７）
。次
八曰、念用庶徵。次
九曰、嚮用五福、
威用
六
極（８）
。一、 五行。
一
曰
水、
二
曰
火、
三
曰
木、
四
曰
金、
五
曰
土。…二、 五事。一曰
貌、
二曰言、
三曰視、
四曰聽、
五曰思。
…三、 八政。
一
曰
食、
二
曰
貨、
三
曰
祀、
四
曰
司
空（９）
、
五
曰
司
徒
）10
（
、
六曰司寇、
七曰賓、
八曰師。四、 五紀。一曰歳、
二曰月、
三
曰日
四
曰
星辰、
五
曰
曆數。五、皇極。…六、 三德。一
曰正直、二曰剛克、三曰柔克。…七。稽疑。擇建立卜筮人。乃命卜筮、曰雨、曰霽 曰蒙 曰驛、曰克、曰貞 曰悔。凡七。卜五、占用 衍忒 立時人作卜筮、三人占、則從二人之
言
）12
（
。汝則
有大疑、
謀及乃心、謀及
卿
士、謀及庶
人、謀及卜筮
）13
（
。八、庶徵。曰雨、曰暘、曰燠、曰寒、曰風。
曰時五者来備、各以其敘 庶草蕃廡 一極備、凶 一極無、凶。九、
五福。
一
曰
壽、
二
曰
富、
三
曰
康
寧
）14
（
、
四
曰
攸好
德
）15
（
、
五曰考終命
）16
（
。六極、
一曰凶短折、
二曰疾、
三曰憂、
四曰貧、
五曰惡、六 弱。
（１）
　
孔安國注「洪大範法也。言天地之大法。 」
（２）
　
孔安國注「五事在身、用之必敬乃善。 」
（３）
　
孔安國注「農厚也。厚用之政乃成。 」
（４）
　
孔安國注「
協和也。和天時使得正用五紀。 」
（５）
　
孔安國注「皇大極中也。凡立事當 大中之道。 」
（６）
　
孔安國注「治民必用剛柔正直之三德。 」
（７）
　
孔安國注「明用卜筮考疑之事。 」
（８）
　
孔安國注「言天所以嚮勸人用五福、所以威沮人用六極
」
（９）
　
孔安國注「主空
土以居民。 」
（
10）　
孔安國注「主徒衆教以禮義。 」
（
11）　
孔安國注「主姦盜使無縱。 」
（
12）　
孔安國注「立是知卜筮人使爲卜筮之事、
夏殷
周
ト筮、各異
三法並卜、從二人之言、善鈞從衆 各三人。 」
（
13）　
孔安國注「將擧事、而汝則有大疑、先盡汝心以謀慮 、次及
卿
士・衆民、然後卜筮以決之。 」
（
14）　
孔安國注「無疾病。 」
（
15）　
孔安國注「所好者德福之道。 」
（
16）　
孔安國注「各成其短長之命、以自終不橫夭。 」
（二）
　（四） 『漢書』巻二十七上、五行志第七上
　　　
「初一曰五行
（１）
。
 次二曰羞用五事。次三曰農用八政。次四曰
用五紀。次五曰建用皇極。次
六曰
艾用三
德（２）
。
 
次
七曰明
用稽疑。次
八曰念用庶
徵（３）
。次
九曰嚮用五福、畏用六
極（４）
。 」
凡此
六
十
五
字、
皆雒書本文、所謂天乃錫禹大法九章常事
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所次者也。
（１）
　
師古曰「謂之行者、言順天行氣。 」
（２）
　
應劭曰「
艾、治也。治大中之道用三德也。 」師古注「
艾讀
曰乂。 」
（３）
　
師古 「念、思也。庶、衆也。徵、應也。 」
（４）
　
應劭曰「天所以嚮樂人、用五福。所以畏懼人、用六極。 」
（三）
　『漢書』巻二十七上、五行志第七上
　　　
經曰、 「初
一曰五行。五行、
一
曰
水、
二
曰
火、
三
曰
木、
四
曰金、
五曰土。水曰潤下、火曰炎上、木曰曲直、金曰從革、
土爰稼穡。 」
（五）
　『漢書』巻二十七中之上、五行志第七中之上
　　　
經曰、 「羞用五事。五事、
一曰
貌、
二曰言、
三曰視、
四曰聽、
五曰思。 」
（六）
　『漢書』巻二十七中之上、五行志第七中之上
　　　
傳曰、 「
貌之不恭、是謂不肅、厥咎狂、厥罰恆雨、厥極惡。
時則
有服
妖、時則有亀孽、時則有雞孽、時則有下體生上
之痾
（１）
、時則有青眚青祥。唯金沴（水） 〔木〕 。 」
（１）
　
韋昭注「若牛之足反出背上、下欲伐上之禍也。 」
（七）
　『漢書』巻二十七中之上、五行志第
　　　
傳曰、 「言 不從、是謂不艾、厥咎僭、厥罰恆陽、厥極憂。時則有詩妖、
時則有介蟲之孽、時則有
犬
、時則有口舌之
痾、 白眚白祥。惟木沴金。 」
（八）
　『漢書』巻二十七中之下、五行志第七中之下
　　　
傳曰、 「視之
不明、是謂不悊、厥咎舒、厥罰恆奧、
 厥極疾。
 
時
則
有草妖、
時
則
有蠃
蟲之
孽、時則有
羊
、時則有
目痾、
時則有赤眚赤祥。惟水沴火。 」
（九）
　『漢書』巻二十七中之下、五行志第七中之下
　　　
傳曰、 「聽之不聰、是謂不謀、厥咎急、厥罰恆寒、厥極貧。時則有鼓
妖、時則有
魚
孽、時則有
豕禍、時則有
耳痾、時
則有黑眚黑祥。惟火沴水。 」
（十）
　『漢書』巻二十七下之上、五行志第七 之上
　　　
傳曰、 「
思心之不
菱、是謂不聖、厥咎
、
 
厥罰
恆風、厥極
凶短折。時則有脂夜之妖 時則有華孽、時則有
牛禍、時
則有心腹之痾、時則有黃眚黃祥、時則有金木水火沴土。 」
05①
易曰上古結縄以治後聖人易之以書契其来尚矣於是諸子字訓多有不同時君世主好
殊方各引一端崇其所善
05②
『易』曰、 「上古結繩以治。後聖人易之以書契。 」其來尚矣。於是、諸子字訓多有不同。時君世主好惡殊方、各引一端、崇其所善。
05③
『易』に曰く、 「上
（一）
古は繩を結び以て治まる。後聖人之を易
か
ふるに
書契を以てす。 」と。其の來たること尚し。是に於いて、
諸（二）
子の
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字訓多く同じからざる有り。
時じ
君くん
世せいしゅ
主
 
好こうお
惡
方を殊にし、各〻一
端を引き、其の善とする所を崇
たっと
ぶ。
05④
（一）
　『周易』繫辭下傳
　　　
上古結繩而治、後世聖人易之以書契。
（二）
　『漢書』巻三十、藝文志第十
　　　
諸子十家、其可觀者九家而已。皆起於王道既微、諸侯力政、時君世主、好惡殊方、是以九家之（
說
） 〔術〕蠭出並作、
各引一端、崇其所善。以此馳說、取合諸侯。
06①
今瑞祥志所載
左傳曰天反時為灾〈宰来反平杜預曰反時寒暑天性
又天大
［一］
曰灾〻之言傷也烖災彼皆同灾字也〉地反物為妖〈於驕反平
杜預曰群物失性漢書草木之妖〻猶天
［二］
〻猶言灾也
訞同妖字也〉人
反德為亂〈鸞半反去兵於内為乱於外為寇也〉異於常謂之異〈怡吏反去異之言也恠恠音古拜反去也〉［一］ 「火」に作る。［二］ 「夭」に作る。
06②
今 『瑞祥志』 所載據 『左傳』 曰、 「天反時爲災 〈宰來反、 平。杜預曰 「反時寒暑。 」天性。又「天火
8
曰災。 」〻之言傷也。烖・災彼皆同灾字
也。 〉 、 地反物爲妖〈於驕反、 平。杜預曰、 「群物失性。 」 『漢書』 「草
木之妖。〻猶夭
8
。 」 、 〻猶言災也、
訞同妖字也。 〉 、 人反德爲亂〈鸞
半反、去。兵於内爲亂、於外爲寇也。 〉 。 」 「異於常謂之異〈怡吏反、去。異之言也怪。怪音古拜反、去也。 〉 。 」
06③
今『瑞祥志』載する所『左傳』に據りて曰く、 「天
（一）
 時に反すれば
災〈宰
（二）
來の反、平。杜
ど
預よ
曰く、 「時
（三）
に反するは寒暑なり。 」と。天
の性なり。又「
天（四）
火を災と曰ふ。 」と。
災（五）
の言は傷なり。烖・災
 
彼れ皆灾字に同じなり 〉を爲し、
地（六）
 物に反すれば妖〈於驕の反、
平。杜預曰く、 「群
ぐんぶつ
物
 性を失ふ。 」と。 『漢書』に「草
（七）
木の妖。妖
は猶ほ夭のごとし。 」と。夭は猶ほ災を言ふがごときなり、
訞
 
妖字に同じなり。 〉を爲し、
人（八）
 
德に反すれば亂〈鸞半の反、去。
兵（九）
 内に於けるを亂と爲し、 外に於けるを寇と爲すなり。 〉 を爲す。 」
と。 「
常（十）
と異ならば之を異〈怡吏の反、去。
異（十一）
の言や怪なり。怪
は音
 古拜の反、去なり。 〉と謂ふ。 」と。
06④
（一）
　（三） （六） （八） 『春秋左氏傳』宣公十五年夏五月傳
　　　
天反時爲災
（１）
、地反物爲妖
（２）
、民反德爲亂、亂則妖災生。
（１）
　
杜預注「寒暑易節」
（２）
　
杜預注「群物失性」
（二）
　
反切については、 水口幹記『日本古代漢籍受容の史的研究』二一四～二一六頁、表Ⅱ１参照。以下同様。
（四）
　『春秋左氏傳』宣公十六年夏傳
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夏。成周宣榭火、人火之也。凡火、人火曰火、天火曰災。
（五） 『白虎通德論』巻之上、災變　　　
春秋潛潭巴曰、災之言傷也、隨事而誅。異之言怪、先感動之也。
（七）
　『漢書』巻二十七中之上、五行志第七中之上
　　　
説曰、凡草物之類謂之妖。妖猶夭胎 言尚微。
（九）
　『春秋左氏傳』文公七年冬傳
　　　
臣聞之、兵作於内爲亂、於外爲寇。
（十）
　『太平御覽』巻八百七十四、咎徴部一
　　　
洪範五行傳曰、凡有所害謂之災 無所害而
異於常謂之異。
故害爲已至、異爲方來。
（十一）
　『太平御覽』巻八百八十五、妖異部一
　　　
春秋潛潭巴曰、異之爲言恠也、謂先發感動。
07①
漢書曰蟲豸之類謂之孽〈儀哲反入有足曰蟲无足曰豸〻音直紙反上蟲音除忠反平也〉六畜謂之
〈胡火反上与禍同字〉異物内生謂之
〈生井反上〉臣子作逆謂之反〈非宛反上〉凶咎謂之殃〈於良反
平〉張宴注曰民有三年 儲曰升平 舒丞 扶呈反〉餘三年食進業曰登〈等恒反平登熟〉再登曰平餘六年食三登曰大平
07②
『漢書』曰、 「蟲豸之類謂之孽〈儀哲反、入。有足曰蟲、无足曰豸。
〻音直紙反、上。蟲音除忠反、平也。 〉 、六畜謂之
□
〈胡火反、上。
与禍同字。 〉 異物内生謂之眚
□
〈生井反、 上。 〉 、 臣子作逆謂之反〈非
宛反、上。 〉 、凶咎謂之殃〈於良反、 。 〉 。 」張晏
□
注曰、 「民有三年
之儲曰升平〈舒丞反 扶呈反。 〉 。 」 「餘三年食。進業曰登〈等恒反、平。登熟。 〉 、再登曰平 餘六年食。三登曰大平 」
07③
『漢書』に曰く、 「
蟲（一）
豸じ
の類
 
之を
孽げつ
〈儀哲の反、入。足有るを蟲
と曰ひ、足无
な
きを豸と曰ふ。豸は音
 直紙の反、上。蟲は音
 除忠
の反、平なり。 〉と謂ひ、六蓄は之を
〈胡火の反、上。禍と同
字なり。 〉と謂ひ、 異物
 内に生ず
 之を眚
せい
〈生井の反、 上。 〉と謂ひ、
臣子
 逆を作す
 之を反〈非宛の反、 上。 〉と謂ひ、 凶咎
　之を殃〈於
良の反、平。 〉と謂ふ。 」と。張晏
注（二）
に曰く、 「民
 
三年の
儲
たくわえ
有る
を升平〈舒丞の反、扶呈の反 曰ふ。 」と。 「三
（三）
年の食を餘す。
業を進むるを登〈等恒の反、平 登は熟なり と曰ひ、再登を平と曰ひ、六年の食を餘す 三登を大平 曰ふ。 」と。
07④
（一）
　『漢書』巻二十七中之上、五行志第七中之上
　　　
蟲豸之類謂之孽
（１）
。孽則牙孽矣。及六畜、謂之
、言其著也。
及人、謂 痾。痾、病貌、言吭深也。甚則
異物生、
謂之
眚、自外來、謂之祥。祥猶禎也。
（１）
　
師古曰「有足謂 蟲、無足謂之豸。 」
（二）
　『漢書』巻六十七、梅福傳
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使孝武皇帝用聽其計、升平可致
（１）
。
（１）
　
張
晏曰「民有三年之儲曰升平。 」
（三）
　『漢書』巻二十四上、食貨志第四上
　　　
民三年耕、 則餘一年之畜。 衣食足而知榮辱、 廉讓生而爭訟息、故三載考績。孔子曰「苟有用我者、期月而已 也、三年有成」 、成此功也。三考黜陟、
餘三年食。進業曰登、再登
曰平、餘六年食。三登曰泰平、二十七歳 遺九年食。
08①梁傳曰一
不升謂之嗛 〈嫌簟反上食不足也莊子曰嗛
豢之味也〉
二
不升謂之飢〈覊怡反平尓雅曰不熟為饑飢同字者也〉三
不升
謂之饉〈奇鎮反去
菜不熟反〉四
不昇謂之
〈苦唐反平説文曰
空虚之也〉五
不昇謂之大祲〈子鴆反去鄭玄曰隂陽氣相浸成灾也〉
08②
『穀梁傳』 曰、 「一穀不升謂之嗛 〈嫌簟反、 上。食不足也。 『莊子』 曰、「嗛蒭
3
豢之味也。 」 。 〉 、 二穀不升謂之飢〈覊怡反、 平。 『爾雅』曰 「不
熟爲饑。 」飢同字者也。 〉 、三穀不升謂之饉〈奇鎭反、去。 「蔬菜不熟 （反
3
） 。 」 。 〉 、 四穀不昇謂之
〈苦唐反、 平。 『説文』 曰、 「空虛之也。 」 〉 、
五穀不昇謂之大祲〈子鴆反、 去。鄭玄曰、 「陰陽氣相浸、 成災也 」 〉 。
08③
『穀梁傳』に曰く、 「一
（一）
穀升
みの
らざる
 之を嗛
けん
〈嫌簟の反、上。食
 足
らざるなり。 『莊子』 に曰く、 「蒭
（二） すうけん
豢の味を嗛
ふく
むなり。 」 と。 〉 と謂ひ、
二穀
 升らざる
 之を飢
き
〈覊怡の反、平。 『爾
じ
雅が
』に曰く、 「熟
（三） みの
らざ
るを饑と爲す。 」 。飢
 
字を同じくする者なり。 〉と謂ひ、三穀
 
升
らざ
 
之を
饉きん
〈奇鎮の反、去。
蔬（四）
菜
 
熟らざるなり。 〉と謂ひ、
四穀
 
昇みの
らざる
 
之を
こう
〈苦唐の反、平。 『説
せつ
文もん
』に曰く、 「空
（五）
 
虛
 
之なり。 」と。 〉と謂ひ、五穀昇らざる
 之を大祲
しん
〈子鴆の反、去。
鄭じょう
玄げん
曰く、 「陰
（六）
陽の氣相浸
おか
せば、 災を成すなり。 」 と。 〉 と謂ふ。 」 と。
08④
（一）
　『春秋穀梁傳』襄公二十四年傳
　　　
大饑、五穀不升、爲大饑。
一穀不升、謂之嗛。
二穀不升、
謂之饑。三穀不升、謂之饉 四穀不升、
謂之康。五穀不升、
謂之大侵。
（二）
　『莊子』雜篇盗跖第二十九
　　　
知和曰、 「平爲福、有餘爲害者、物莫不然、而財其甚者也。今富人、耳營鐘鼓筦籥之聲、口
嗛
於芻
豢
醪醴
之味、以感
其意、遺忘其業、可 亂矣 」
（三） （四）
　『爾雅』釋天
　　　
穀不熟爲饑、蔬不熟爲饉、果不熟爲荒 仍饑爲荐、災。
（五）
　『説文解字』巻八下
　　　
、飢・虛也。
（六）
　『周禮』春官宗伯第三・
祲條
　　　
祲、中士二人・史二人・徒四人
（１）
。
（１）
　
鄭玄注「祲陰陽氣相侵、漸成祥者。 」
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09①
孟康曰日月五星行下道為耶〈謝嗟反平〉従道為正〈之併反去〉列宿不
為存〈在屯反平〉恒星不見為亡〈万方反平〉若天窂星多為
實〈神日反入〉開出星少為虚〈欣居反平〉如三台相遠為
〈課括
反入〉相近為陿〈胡
反入〉牽引為曳直〈餘滞反去除力反入〉同
舍為合〈胡答反入守 舍猶廿八宿也在一宿也〉七寸已内光芒相及為犯〈凡感反上又流星侵至為犯徐行犯為干疾走制為投
［一］
如二牛相投
為觸也〉相冒正過為淩〈力氷反平〉相擊 闘 當豆 去 相淩不見為蝕〈乗
反入巫咸曰月奄星〻減謂之月食星〻有光謂之星食月
也〉日月無光為薄〈補白反入京房傳 赤黃為薄不交而蝕 薄韋昭曰氣往迫之 薄
毀曰蝕也〉
［一］ 「捉」に作る。
09②
孟康曰、 「日・月・五星行下道爲邪
□
〈謝嗟反、平。 〉 、從道爲正〈之
併反、去。 〉 。列宿不
□
虧爲存〈在屯反、平。 〉 、恒星不見爲亡〈万方
反、 平。 〉 。若天牢星多爲實〈神日反、 。 〉 、 開出星少爲虛〈欣居反、平。 〉 。如三台相遠爲闊〈課括反、入。 〉 、相近爲陿〈胡夾反、入。 〉 。牽引爲曳直〈餘滞反、去、除力反、入。 〉 、同舍爲合 胡答 、入。守曰、 「舍猶廿八宿也。在一宿也。 」 〉 。七寸已内光芒相及爲犯〈凡感反、上。又流星侵至爲犯、徐行犯爲干、疾走制爲捉
8
、如二牛相
投爲觸也。 〉 、 相冒正過爲淩〈力氷反、 平。 〉 、 相擊爲鬭〈當豆反、 去 〉 、
相淩不見爲蝕〈乗勅反、入。巫咸曰、 「月奄星、〻減謂之月食星、〻有光謂之星食月也。 」 。 〉 。日月無光爲薄 〈補白反、 入。 『京房傳』 曰、「日月赤黃爲薄、不交而蝕爲薄。 」韋昭曰、 「氣往迫之爲薄、虧毀曰蝕也。 」 〉 。 」 。
09③
孟康曰く、 「日
（一）
・月・五星
 下道を行くを邪〈謝嗟の反、 平。 〉と爲し、
道に從ふを正〈之併の反、去 〉と爲す。列宿虧けざるを
存ぞん
〈在
屯の反、 平。 〉と爲し、 恒星見えざるを亡
ぼう
〈万方の反、 平。 〉と爲す。
若し天牢
 星多ければ實
じつ
〈神日の反、入。 〉と爲し、開出して星少
ければ虛
きょ
〈欣居の反、平。 〉と爲す。如
たと
へば三台
 相遠きを闊
かつ
〈課
括の反、入。 〉と爲し、相近きを陿
きょう
〈胡夾の反、入。 〉と爲す。牽
引を
曳えいちょく
直〈餘滞の反、去。除力の反、入。 〉と爲し、舍を同じく
するを
合ごう
〈胡答の反、入。守曰く、 「舍は猶ほ廿八宿のごときな
り。一宿に在るなり。 」と。 〉と爲す。七寸已内の光芒相及ぶ 犯〈凡感の反、上。又
 流星侵し至るを犯と爲し、徐行して犯すを干
と爲し、疾走して制するを捉と爲し、二牛相投ずるが如きを觸と爲すなり。 〉と爲し、相冒して
正まさ
に過ぐるを
淩りょう
〈力氷の反、平。 〉
と爲し、相擊つを鬭〈當豆の反、去 〉 爲し、相淩ぎて見えざるを蝕
しょく
〈乗勅の反、入。巫
ふかん
咸曰く「月
（二）
 
星を奄ひ、星
 
減ずる
 
之
を月
 星を食すと謂ひ、星
 光有る
 之を星
 月を食すと謂ふなり。 」
と。 〉と爲す。日月の光無きを薄〈補白 『京
けいぼう
房傳』に曰
く、 「日
（三）
月
 赤黃なるを薄と爲し、 交はらずして蝕するを薄と爲す。 」
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と。韋昭曰く、 「気
（四）
 往きて之に迫るを薄と爲し、虧け毀つを蝕と
曰ふなり。 」と。 〉と爲す。 」と。
09④
（一）
　（三） （四） 『漢書』巻二十六、天文志第六
　　　
凡天文在圖籍昭昭可知者、經星常宿中外官凡百一十八名、積數七百八十三星、皆有州國官宮物類之象。其伏見蚤晚、邪正存亡、虛實闊
陿（１）
、及五星所行、合散犯守、陵歷鬭
食（２）
、
 
彗孛飛流、日月薄
食（３）
、暈適背穴、抱珥禮蜺、迅雷風祅、
怪雲變氣。
（１）
　
孟康曰「伏見蚤晚、謂五星也。日月五星下道爲
邪。存謂列
宿不
虧也、亡謂
恆星不見。虛實、
若天牢星實
則囚多、
虛
則開出之屬也。闊陿、若三台星相去遠近也。 」
（２）
　
孟康曰「合、
同舍也。散、五星有變則其精散爲祅星也。犯、
七寸以
內
光芒相及
也。陵、
相冒過
也。食、星月相陵、
不
見
者則所蝕也。 」韋昭注「自下往觸之曰犯、居其宿曰守、
經之爲歷、突掩爲陵、星相擊爲鬭也 」
（３）
　
孟康曰「飛、
紦迹而去也。流、光迹相連也。日月無光曰薄。
京房易傳 、
日月赤黃爲薄。或曰不交而蝕曰薄 」 韋昭注 「氣
往迫之爲薄、
虧毀曰蝕也。 」
（二）
　
佚文。以下を参照。 『唐開元占經』卷六十四、順逆例略五
　　　
巫咸曰、凡五星入月中 星不見爲月食星 見爲星食月
　　
『文獻通考』卷二百八十五、象緯考八、月食月變
　　　
中興天文志曰、孟康曰、星入月而星見於月中、是爲星食月、月掩星而星滅不見 是爲月食 。
10①
著明天文曰未應去而去為出 〈尺律反入〉 未應来而来為入 〈而習反入〉在上過為乗〈實伏反平〉俳佪不去其度為守〈
又反去守曰俳佪猶
仿偟若往若来猶似有遺而久居也孟康曰居之衆曰為守也廣雅曰守久也〉住不移為留〈六求反平守曰是謂遠留期而久居不移動 尓留久 行止有常 舍 奢罵 守
周礼行者所解之止處曰舍也
應行而蹔住故左傳曰一宿為舍也〉周廻為環繞〈患班反平如小反上〉去而復還為句〈久具反去〉再句為己〈居理反上白虎通己 言折屈而起也〉
色［一］
非其常為變〈碑眷反去又物成咎為変也〉光耀揺為動〈洞
捴反上〉潤澤和順為喜〈欣秘反去〉杜大色
［二］
强為怒〈奴戸反上〉逼
在左右為提〈徒奚反平廣雅持執也〉其光五寸以上為芒〈万亡反平〉一尺以内角〈路木反入〉一日行一二寸 遲 知夷 〉五寸以上一尺平〈扶呈 平 一度為疾〈在日反入 晦而月見西方謂之晀〈天曜反去〉朔而見東方謂之
〈女陸反入孟康曰朓者行疾在日前故早
見
者月行遲在日後當没而更見也〉五星早出為盈〈亦呈反平超舍
而前為盈其國有兵不□
［三］
也〉晩出為縮〈所陸反入退舍為縮其國有憂
將死也〉［一］ ［二］ 「包」に作る。［三］ 「凌」に作る。
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10②
『著明天文』曰、 「未應去而去爲出〈尺律反、入。 〉 、未應來而來爲入〈而習反、入。 〉 、在上過爲乘〈實伏反、平。 〉 、俳佪不去其度爲守 〈收又反、 去。守曰、 俳佪猶仿偟。若往若來。猶似有遺而久居也。孟康曰、 「居之衆曰爲守也。 」 『廣雅』曰、 「守久也 」 〉 、住不移爲留〈六求反、 平。守曰、 「是謂遠留期、 而久居不移動 『爾雅』曰、「留久也。 」 〉 、行止有常爲舍〈奢罵反、 。守拠『周禮』 「行者所解之止處曰舍也。 」 。應行而蹔住 故『左傳』曰、 「一宿爲舍 。周廻為環繞〈患班反、平。如小 上 去而復還爲句〈久具反、去。 〉 、再句爲己〈居理反、上。 『白虎通』 「己之言折屈而起也。 」 〉 。色非其常爲變〈碑眷反、去 又物成咎爲變也 〉 光耀搖爲動〈洞摠反、上。 〉 、潤澤和順爲喜〈欣秘反、去。 〉 、壯
3
大色强爲怒〈奴戸
反、上。 〉 、逼在左右爲提〈徒奚反 平 『廣雅』 持執也。 」 〉 其光五寸以 爲芒〈万亡反 平。 〉 、一尺以内角〈路木反、入 〉 、一日行一二 爲遲〈知夷反、平。 〉 、五寸以上一尺平〈扶呈反 平。 〉 、一度爲疾〈在日反、入。 〉 。晦而月見西方、謂之朓
□
〈天曜反、去。 〉 、
朔而見東方、謂之
朒□
〈女陸反、入。孟康曰、 「朓者
月□
行疾在日前
故早見、
朒□
者月行遲在日後、當没而更見也。 」 〉 。五星早出爲盈〈亦
呈反、平。超舍而前爲盈。其國有兵不凌
8
也。 〉 、晩出爲縮〈所陸反、
入。退舍爲縮 其國有憂將死也。 〉 」
10③
『著明天文
（一）
』に曰く、 「未だ應に去るべからずして去るを出〈尺律
の反、入。 〉と爲し、未だ應に來たるべからずして來たるを入
にゅう
〈而
習の反、入。 〉と爲し、上に在りて過ぐるを乘〈實伏の反、平。 〉と爲し、 俳佪して其の度を去らざるを守
しゅ〈收又の反、 去。 守曰く、 「俳
佪は猶ほ仿偟のごとし。往くが若く來たるが若し。猶ほ遺りて久しく居る有るに似るがごときなり。 」と。孟康曰く、 「之
（二）
に居るこ
と衆きを守 すと曰ふなり 」 と 『廣雅』 曰く、 「守
（三）
は久なり。 」
と。 〉と爲し、住
とどま
りて移らざるを留
りゅう
〈六求の反、平。守曰く、 「是
れ遠く期に留まり 久 く居りて移動せざる 謂ふな 。 」 と。 『爾雅』に曰 、 「
留（四）
は久なり。 」と。 〉と爲し、行きて
止とどま
るに常有る
を舍〈奢罵の反、去。守『周禮』 據 に、 「行
（五）
者
 之を解き止る
處の所を舎と曰ふなり。 」と。應に行くべく 蹔ら 住む。故に『左傳』に曰く、 「一
（六）
宿
 舎と爲すなり。 」と。 〉と爲す。周廻す
るを
環かんぎょう
繞〈患班の反、平。如小の反、上。 〉と爲し、去りて復た
還るを句〈久具の反、去。 〉と爲 、再び句するを己〈居理の反、上。 『白虎通』に「己
（七）
の言は折屈して起こるなり。 」と。 〉と爲す。
色
 
其の常に非ざるを變〈碑眷の反、去。又
 
物
 
咎を成すを變と
爲すなり。 〉と爲し、光耀
 搖れるを動
どう
〈洞摠の反、上。 〉と爲し、
潤澤
 和順するを喜
き
〈欣秘の反、去。 〉と爲し、壯大にして色强き
を怒
ど
〈奴戸の反、 上。 〉と爲し、 逼りて左右に在るを提
てい
〈徒奚の反、
平。 『廣雅』に、 「
持（八）
は執なり。 」と。 〉と爲す。其の光
 
五寸以上
を芒
ぼう
〈万亡の反、平。 〉と爲し、一尺以内を角〈路木の反、入。 〉 、
一日に行くこと一二寸なるを
遲ち
〈知夷の反、平。 〉と爲し、五寸
40
以上一尺までは平
へい
〈扶呈の反、平。 〉 、一度を疾
しつ
〈在日の反、入。 〉
と爲す。晦
（九）
にして月西方に見ゆ、 之を朓
ちょう
〈天曜の反、 去。 〉と謂ひ、
朔にして東方に見
あらわ
る
 之を朒
じく
〈女陸の反、入。孟康曰く、 「朓は月
行くこと疾くして日の前に在るが故に早
つと
に見れ、朒は月行くこと
遲くして日の後に在り、當に没すべくも更に見るなり。 」と。 〉と謂ふ。五星早 出づるを盈〈亦呈の反、平。舎を超えて前にあるを盈と爲す。其の國
 兵有りて凌がざるなり。 〉と爲し、晩く出づ
るを縮 〈所陸の反、 入。舎を退くを縮と爲す。其の國
 憂ひ有りて、
將死するなり。 〉と爲す。 」と
10④
（一）
　
佚文。以下本文、 『著明集』 として、 新美寛編・鈴木隆一補 『本邦残存典籍による輯佚資料集成續 （京都大学人文科学研究所、一九六八年）に当該部が収載。 『著明集』は『隋書』経籍志・経籍三・子・天文に「著明集
　
十巻
　
撰者未詳」
とみえる。
（二）
　
佚文。
（三）
　『廣雅』巻三下
　　　
守、久也。
（四）
　『爾雅』釋詁下
　　　
曩、塵、佇、淹、留、久也。
（五）
　『周禮』天官冡宰第一、掌舍條
　　　
掌舍、下士四人、府二人、史四人、徒四十人
（１）
。
（１）
　
鄭玄注「舍、行所解止之處。 」
（六）
　『春秋左氏傳』莊公三年冬傳
　　　
公次于滑、將會鄭伯、謀紀故也。鄭伯辭以難。凡師、一宿爲舍、再宿爲信、過信爲次。
（七）
　
佚文。以下を参照。 『禮記』月令
　　　
中央土。其日戊己。
（１）
　
杜預注 「戊之言茂也
己之言起也。 日之行、 四時之閒、 從黃道。
月爲之佐。至此萬物皆枝葉茂盛。其含秀者、皆抑
屈而起。
故因以 日名焉。 」
（八）
　
佚文
（九）
　『漢書』巻二十七下之下、五行志第七下之下
　　　
成帝建始元年八 戊午、晨漏未盡三刻、有兩月重見。京房易傳曰、 「 『婦貞厲、月幾望、君子征、凶 』言君弱而婦彊、爲陰所乘、則月並出。
晦而月見西方謂之
朓
、
朔而
月
見東
方謂之
仄
慝（１）
、仄慝則侯王其肅、朓則侯王其舒。 」劉向以爲
朓者疾也、君舒緩則臣驕慢、故日行遲而月行疾也 仄慝者不進之意、君肅急則臣恐懼、故日行疾而 行遲 不敢迫近君也。不舒不急、以正失之者 食朔日。劉歆以為舒者侯王展意顓事、臣下促急、故月行疾也 肅者王侯縮朒不任事
（２）
、
 臣下
縱、故月行遲也。
（１）
　
孟康曰「朓者、
月行疾在日前、 故早見。仄慝者、
行遲在日後、
當没而更見。 」
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（２）
　
師古曰「
朒音女六反。 」
【附】本文
06・
09・
10に関する文章が『天文要抄』 （京都大将軍八
神社所蔵皆川家資料） に載る。当該箇所には 「守曰」 の記載も残り、多少の文字の異同はあるものの本項目からの引用であることがわかる。ただし、 『天地瑞祥志』や『著明天文』という書名は見られない。なお、本研究会では佚文収集も行っており、 『天文要抄』はその際に本文を紹介する予定である。
（水口幹記）
○三、明灾異例【概要】本項は、天文変異とそれの示す殃事、また災異とそれの原因である事件双方の起こる先後を説く。具体的には図讖 説に有る三種類の「災」の出現する時期を、 『漢書』 文志と五行志を例証として説くが そ 前に郗萌が八種類 天文変 を挙げ、それぞれを重く解釈する説を、 韓楊の反論 引いて否定している。郗萌や韓楊など、その編著の失われた天文家の説は、諸書 引用によっても、占辞以外を殆ど他に見ることができず、更にこうした相互の説の関係を示す本項は、貴重な資料 言える
01①
三［一］
灾異例
［一］ 「三灾」の間に「○」を付し、 右旁に「明」の書き入れ有り。
01②
三、明
8
災異例
01③
三、災異の例を明かにす。
02①
三臣按啚
曰非灾必倶至或待衆灾成一殃或一灾則受殃或事在前灾
在後也
02②
三、臣按圖讖曰、 「非災必倶至、或待衆災成 殃、或一災則受殃、或事在前、災在後也。 」
02③
三（一）
に、臣
 
圖讖を按ずるに曰く、 「災は ずしも倶に至るに非ず、
或いは衆災を待ちて一殃を成し 或いは一 あれば則ち殃を受け或いは事
 前に在り、災
 後に在るなり。 」と。
02④
（一） 「三」は、あるいは篇目の序数に因る衍字。
03①
郗萌占曰攝提横〈守曰橫之言引而張也音古
［一］
反也〉王梁
馬〈
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馬謂有光芒而動〉天庫虚
星角〈鋒星謂更河別名也〉狐狼張〈張
明光也〉殘尤出〈鎮星之精〉枉
流〈〻星名也〉
尤出〈熒惑之精〉
此八條各言更紀聖代王也韓楊譏郗萌言凡八變至重古今希有必待衆灾并成一禍而萌占書別輕就重此萌所失也［一］ 「鍭」に作る。
03②
郗萌占曰、 「攝提橫〈守曰、横之言引而張也。音、古
反也。 〉 、
王梁策馬〈策馬、謂有光芒 動。 〉 、天庫虛、鋒星角〈鋒星、謂更河別名也。 〉 弧
□
・狼張〈張、明光也。 〉 、殘尤出〈鎭星之精〉枉矢
流〈〻星 蚩
□
尤出〈熒惑之精〉此八條各言更紀聖代王也。 」
韓楊譏郗萌言、 「凡八變至重、古今希有。必待衆災、幷成一禍。而萌占書、別輕就重 此萌所失也。 」
03③
郗萌占に曰く、 「攝
（一）
提
 橫たはる〈守曰く、橫の言は引きて張るな
り。音、古
の
反（二）
なり。 〉 、
王（三）
梁
 
馬に
策むち
うつ〈馬に策うつは、光
芒有 て動くを謂ふなり。 〉 、
天（四）
庫
 虛なる、
鋒（五）
星
 角ある〈鋒星は、
更河の別名を謂うなり。 〉
弧（六）
・狼
 
張る〈張るは、光を明らかに
するなり。 〉 、殘
（七）
尤
 出づ〈鎭星の精なり。 〉 、枉
（八）
矢
 流る〈流星の名
なり。 〉 、
蚩（九）
尤
 
出づ〈熒惑の精なり。 〉 、此の八條は各〻
更あらた
めて聖
を紀し王を代ふを言ふな
り（十）
。 」と。韓楊
 
郗萌を
譏そし
りて言ふ、 「凡
そ八變
 
重きに至るは、古今
希まれ
に有り。必ず衆災を待ち、
幷とも
に一
禍を成す。而るに萌の占書、輕きを別けて重きに就く。此れ の
失する所なり。 」と。
03④
（一）
　『開元占經』巻六十五、石氏中官占上一、攝提占一
　　　
石氏曰、
攝提六星、 夾大角。……星東西三三而居、 形似鼎足。
常東向、 天子吉昌。
若北向卽大人失位、 聖人更制、 天下有事、
期三十日。
（二）
　
この反切不詳 『玉篇』 （ 『類聚名義抄』 所引、 馬淵和夫氏編 『玉篇佚文補正』を参照。 ）
　　　
横、胡孟、胡
反。
（三）
　「王梁」はまた「王良」に作る。 『晉書』巻 一 天文志上、
中宮
　　　
王良五星、在奎北、居河中、天子奉車御官也。其四星曰天駟、旁一星曰王良 亦曰天馬。其星動、爲策馬、車騎滿野。
　　　
『開元占經』 、巻六十五、石氏中官占上一、王良占三十
　　
考靈曜曰、 策馬 狼狐張 咄咀害出血將將〈王良傍一星名策。
策馬謂有光芒也。張、猶明也。咄咀、大星名也。
血將將、兵起死傷以衆也。 〉 。
（四）
　『晉書』巻十一、天文志上、星官在二十八宿之外者
　　　
庫樓十星、六大星爲庫、南四星爲樓、在角南。
一曰天庫、
兵車之府也。
　　　
『開元占經』巻六十八、石氏外官、庫樓占一
　　
春秋緯曰、天庫虛、諸侯謀反。一 中州謀兵四合 ……
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郗萌曰、天庫星衆則藏善、散若皆去則兵起。
（五）
　『晉書』巻十一、天文志上、中宮
　　　
梗河、天矛也。一曰天鋒。主胡兵、又爲喪。故其變動應以兵・喪也。星亡、其國有兵謀
　　　
『開元占經』巻六十五、石氏中官占 一、梗河占三
　　
黃帝占曰、 三星、天鋒 之劍
。主於罰戮。其星如
常明而不動、 邊寇寧、 天下安。
星若明大芒角動搖、 邊夷兵起、
胡人爲亂、王者有憂。
（六）
　『晉書』巻十一、天文志上、星官在二 八宿之外者
　　　
狼一星、在東井東南。狼爲野將 主侵掠 ……弧九星、在狼東南。天弓也。主備盜賊、常向於狼 弧矢動移不如常者、多盜賊、胡兵大起。狼
弧張、害及胡、天下乖乱。又曰、
天弓張 天下盡兵。
（七）
　
殘尤は、 未詳。 「五殘」 の異称、 もしくは誤写か。本条注 （十）も参照。 『晉書』巻十二 天文志中 妖星
　　　
河圖云、……塡星散爲五殘・獄漢・……蚩尤……。
　　
『開元占經』巻八十五、妖星占上、五殘十三
　　
河圖曰、……塡星之精 流爲五殘
（八）
　『晉書』巻十二、天文志中、雜星氣、妖星
　　　
河圖曰、……辰星散爲枉矢・破女…… 枉矢、類流星、色蒼黒、蛇行 見則謀反之兵合射所誅、亦爲以亂伐亂。
（九）
　『晉書』巻十二、天文志中 雜星氣、妖星
　　　
河圖曰、……熒惑散爲昭旦・
蚩尤之旗
・……。蚩尤旗、類
彗而後曲、象旗。……主伐枉逆、主惑亂、所見之方下有兵、兵大起。不然 有喪
（十） 『天文要録』巻一、黃帝渾澤災異占　　　
攝提橫下、梁策、天庫鋒角、狼弧張、賤。五賤・枉失・蚩尤旗・六賊・漢庭表 驚狗。 」
04①
漢志曰孝景元年正月金水合於須女占曰有反謀為兵憂也女越齊分也七月金水木三合於張占曰外内有兵与喪有立王公張周楚地今之河内九月有星孛於西方本尾箕指牛及天漢十六日不見其二年七月火与水晨見東方因守斗占曰其國絶
十二月水火合斗占曰不可舉事用兵必
受其殃也其三 立六皇子為王也 〈分封淮陽汝南河間臨江長沙廣川〉其三年吴楚膠西膠東菑川濟南趙七國反故漢所滅也所謂待衆灾成一殃故易曰天下同
而殊塗一致而百慮是也
04②
『漢志』曰、 「孝景元年正月、金・水合於須女。占曰、有反謀、爲兵憂也。女、越・齊分也。七 、金・ ・木三合於張。占曰、外內有 與喪、有立王公。張、周・楚地、今之河
□
。九月、有星孛
於西方、本尾・箕、指牛、及 漢、十六日不見。其二年七月、火與水晨見東方、因守斗。占曰 其國
絶
祀。十二月、水・火合斗。
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占曰、不可擧事用兵、必受其殃也。其三月、立六皇子爲王也〈分封淮陽・汝南・河閒・臨江・長沙・廣川。 〉 。其三年、吳・楚・膠西・膠東・菑川・濟南 趙七國反、故漢所滅也。 」所謂、 「待衆災、成一殃。 」故『易』曰、 「天下同歸而殊塗、一致而百慮。 」 、是 。
04③
『漢志』に曰く、 「孝
（一）
景元年正月、金・水
 須すじよ
女に合す。占に曰く、
『反謀有り、兵憂と爲すなり。女
じよ
は、越・齊の分なり。 』と。七月、
金・水・木の三
 張に合す。占に曰く、 『外內に兵と喪と有り、王
公を立つる有り。張は、周・楚の地 今の なり。 』と。九
（二）
月、
星の西方に孛
はい
する有り、尾・箕に本あり、牛を指し、天漢に及び、
十六日にして見えず。
其（三）
の二年七月、火と水と
晨あした
に東方に見れ、
因りて斗を守る。占に曰く、 『其の國
 祀を絶つ。 』と。十二月、 水・
火
 斗に合す。占に曰く、 『事を擧ぐるに兵を用ふ可からず、必ず
其の殃を受くるなり。 』と。其の三月、六皇子を立て王と爲すなり〈淮陽・汝南・河閒・臨江・長沙・廣川に分封す。 〉 。其の三年 吳
・
楚・膠西・膠東・菑川・濟南 趙の七國
 
反し、故に漢に滅せら
るるなり。 」 と。所
いわゆる
謂、 「衆災を待ち、 一殃を成す。 」 なり。故に 『易』
に曰く、 「天
（四）
下
 歸を同じくして塗
みち
を殊
こと
にし、致を一にして慮を百
にす。 」と、是れなり。
04④
（一）
　（三） 『漢書』巻二十六、天文志
　　　
孝景元年正月癸酉、 金・
　水合於婺女。 占曰、 「爲變謀、 爲兵憂。
婺女、粤也。又爲齊。 」其七月乙丑、金・木・水三合於張。占曰、 「外內有兵與喪、改立王公。張、周地。今之河
南也。
又爲楚。 」
其二年七月丙子、火與水晨出東方、因守斗。占
曰、 「其國絶祀。 」至其十二月、水・火合於斗。占曰、 「爲淬、不可擧事用兵、必受其殃。 」一曰 「爲北軍、用兵擧事大敗。斗、
吳
也。又爲粤。 」是
歲
彗星出西南。
其三月、立六皇子
爲王淮陽・汝南・河閒・臨江・長沙・廣川。其三年、
吳・
楚・膠西・膠東・淄川・濟南・趙七國反。
（二）
　『漢書』巻二十七下之下、五行志下之下
　　　
文帝後七年九月、有星孛于西方、其本直尾・箕、末指虛・危、長丈餘、及天漢、十六日不見。劉向以爲 、宋地。今楚彭城也。箕爲燕。又爲
吳・越・齊。宿在漢中、負海之
國・水澤地也。是時、景帝新立、信用鼂錯 將誅正諸侯王、其象先見。後三年 楚・四齊與趙七國擧兵反、皆誅滅云
　　　　
なお、文帝は後七年六月己亥（朔）に崩じ、乙巳（初七）
に葬られ、 景帝は同月丁未（初九）に即位しており 『漢書』景帝紀は、即位後に「九月、有星孛于西方。元年冬十月、……」と記している。当時は十月歳首であるため 文帝崩御・景帝即位後の六月から九月も 文帝後七年として扱われるが、 『天地瑞祥志』のこの一節は、文帝後七年九月の星孛の記事を景帝元年九月、つまり翌年の記事として扱っている。
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（四）
　『周易』繫辭下傳
　　　
易曰、憧憧往來、朋從爾思。子曰、 「天下何思何慮。
天下
同歸而殊塗、一致而百慮。天下何思何慮。 」
05①
漢志曰髙帝七年月暈圍參畢七重占曰畢昴間天街北胡也南中國也昴為匈奴參為趙畢邊兵是
髙帝自将兵擊匈奴至平城單于所圍七日廼
解也十二年春熒惑守心〈心為天王〉四月
車宴駕也所謂一灾則受
殃是也
05②
『漢志』曰、 「高帝七年、月暈圍參・畢七重。占曰、 『畢・昴閒天街。北、胡也。南、中國也。昴爲匈奴。參爲趙。畢邊兵。 』是
歲、高
帝自將兵擊匈奴、至平城、單于所圍七日、迺解也。十二年春、熒惑守心〈心爲天王。 〉 。四月、宮車晏
□
駕也。 」所謂、 「一災則受殃。 」 、
是也。
05③
『漢志』に曰く、 「
高（一）
帝七年、
月げつうん
暈
 
參・畢を圍むこと七重。占に
曰く、 『畢・昴の閒は天街なり 北は、胡なり。南は、中國なり。昴を匈奴と爲す。參を趙と爲す。畢は邊兵。 』と 是の
歲、高帝
自ら兵 將
い
て匈奴を擊ち、平城に至り、單于に圍まるること七日、
迺すなわ
ち解かるるなり。十二年春、 熒惑
 心しん
を守す 〈心を天王と爲す。 〉 。
四月、 宮車晏駕するなり。 」 と。所謂 「一災あれば則ち殃を受く。 」 、
是れなり。
05④
（一）
　『漢書』巻二十六、天文志
　　　
七年、月暈圍參・畢七重。占曰、 「畢・昴閒天街也。街北、胡也。街南、中國也。昴爲匈奴。參爲趙。畢爲邊兵。 」是、
高皇帝自將兵擊匈奴、至平城、爲冒頓單于所圍七日、乃
解。十二年春、熒惑
（１）
守心。四月、宮車
晏駕。
（１）
　
李奇曰「心爲天王也。 」
06①
漢志曰昔定公二年五月雉門及兩館灾〈師古曰雉門公
南門也館
謂
也〉劉向以為此時奢
遇度者也先是季氏
昭公死于外〈薨于
乾
［一］
〉定公即位旣不能誅季氏又用其耶說淫於女樂而退孔子〈師古
曰齊人
女樂季桓子勧定公受之君臣相與観之廢朝礼三日孔子乃行
也〉故亰房傳曰君不思道厥妖火燒
也嚴公卅一年冬不雨先是一年
而三築臺〈言是春築臺于郎夏築臺于
秋築臺于秦
［二］
皆魯地也〉奢侈
不恤民之事也所謂事在前殃在後是也［一］ 「
」に作る。
［二］ 「
」に作る。
06②
『漢志』曰、 「昔、定公二年五月、雉門及兩
觀□
災〈師古曰、雉門、
公宮南門也。
觀□
謂闕也。 〉 。劉向以爲、 『此時奢僭、
過□
度者也。先
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是、 季氏逐昭公死于外〈薨于乾侯
□
。 〉定公卽位、
旣不能誅季氏。又、
用其
邪□
說、淫於女樂而退孔子』 〈師古曰、齊人歸女樂、季桓子勸
定公受之、君臣相與觀之、廢朝禮三日。孔子乃行也。 〉 。故『京房傳』曰、 『君不思道、 厥妖、 火燒宮也 』嚴公卅一年冬、 不雨。先是、一年而三築臺〈言是春築臺于郎、夏築臺于薛、秋築臺于秦。皆魯地也。 〉 、奢侈不恤民之事也。 」所謂、事在前、殃在後、是也。
06③
『漢志』に曰く、 「昔、
定（一）
公二年五月、
雉ちもん
門
及び兩觀
 
災あり〈師
古曰く、 「雉門は公宮の南門なり。觀は闕を謂ふなり。 」と。 〉 。劉向
 以おもえら
爲く、 『此の時の奢僭、度を過ぐる者なり。是より先、季氏
 
昭公を
逐お
ひ外に死せしめ〈乾侯に薨ず。 〉 、定公
 
位に卽き、
旣
に
季氏を誅する能はず。又、其の邪說を用い、女樂に淫して孔子を退く〈師古曰く、 「齊人
 
女樂を
歸おく
り、季桓子
 
定公に勸めて之を
受けしめ、君臣相
あい
與とも
に之を觀
み
、朝禮を廢すること三日。孔子乃ち
行くなり。 」と。 〉 。 』と 故に『京房傳』に曰く 『君
 道を思はざ
れば、厥
そ
の妖は、火
か
 宮を焼くなり。 』と。嚴
（二）
公卅一年冬、雨ふら
ず。是れより先、一年にして三たび臺を築き〈是 春に臺を郎に築き、夏に臺を薛に築き 秋に臺を秦に築くを言ふ 皆
 
魯の地
なり。 〉 、奢侈にして民の事を
恤うれ
へざるなり。 」と。所謂、 「事
 
前
に在り、殃
 後に在る。 」 、是れなり。
06④
（一）
　『漢書』巻二十七上、五行志上
　　　
定公二年、五月、雉門及兩
觀災（１）
。董仲舒・劉向以爲、 「此
皆奢僭、
過度者也。先是、季氏逐昭公、昭公死于
外（２）
。定
公卽位、既不能誅季氏、又用其
邪說、淫於女樂、而退孔
子（３）
。天戒若曰『去高顯而奢僣者。 』 。 」一曰、 「門闕、號令
所由出也。今舍大聖而縱有辠 亡以出號令矣。 」
京房易傳曰、
「君不思道、厥妖、火燒宮。 」
（１）
　
師古曰「雉門、 宮南門也。兩
觀謂闕。 」
 
（２）
　
師古曰「謂薨于乾
候。 」
（３）
　
師古曰「
齊人歸女樂、季桓子勸定公受之、君臣相與觀之、
廢朝禮三日。孔子乃行。 」
（二）
　『漢書』巻二十七中之上、五行志中之上
　　　
嚴公三十一年冬、不雨。是歲、一年而三臺
（１）
、奢侈不恤民。
（１）
　
師古曰「是年春築臺于郎、 夏築臺于薛、 秋築臺于秦。秦・郎・薛、皆魯地。 」
（田中良明）
〈みずぐち
 もとき／本学准教授〉
〈たなか
 よしあきら／大東文化大学東洋研究所講師〉
